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１．研究計画の概要 
 日英バイリンガル兄妹から１０年間に渡
り（９才〜１８才、５才〜１６才）英語デー
タを収集し、英語習得がモノリンガル英語母
語話者の習得段階に比較して類似・相違して
いる点について明らかにするとともに、同じ
家庭・学校環境で育った兄妹の言語習得差に
ついても考察を行う。結論の信頼性と妥当性
を確保できるよう、収集データにはスピーキ
ング、ライティング、標準テストが含まれ、
流暢さ・複雑さ・正確さの３観点から分析を
行う。 
 
２．研究の進捗状況 
 ２被験者から収集したスピーキングデータ
を流暢さ・語彙レベル・正確さの観点から下
分析を完了した（１・２年目）。３年目には、
第一言語してのバイリンガリズムの先行研究
及び英語母語話者の母語習得研究から、De 
Houwer (2009), Altarriba and Morier 
(2003), Bialystok (2003), Butler and 
Hakuta (2003), Chin and Wigglesworth 
(2007), Meisel (2003), Nippold (2006), 
Pearson (2008), Piller and Pavlenko (2003)
ら本研究と深い関連性のある研究を精査し、
変数として加えるべきものを再考した。新た
に加えられた変数は語彙に関するものと物語
の組み立てに関するものである。語彙に関し
ては、 up, down, sweetなど平易な単語であ
るが第２義的意味の習得(例えばcalm downの
down)がモノリンガル児と同等の時期にが起
こっているのかどうか、産出データに関して
分析を開始した。これ以外に、抽象語
(freedom, longevity等), 曖昧語(stuff, 
thing等), 文学用語(doubt, assume等), 程
度を示す形容詞・副詞(pretty, decidedly等
), 文間副詞(similarly, contrastively等)
も分析対象とした。更にTTRだけでなくCLAN
を用いてvocd分析も追加すすとともに、’ity’ 
‘ious’等の接尾辞の使用様態も調査対象とし

た。英語母語児童が習得するイディオム100
についてもモノリンガルとの比較を行った。 
 一方物語の組み立てに関しては、 被験者か
ら産出英語データを収集する際に用いた
Mayerのfrogシリーズを用いた先行研究で7要
素が聞き手にしっかりと伝わっているのかを
計測する指標として使われている例が多くあ
るので(Ragnarsdottir, 1991; Lanza, 2002)
、この７指標を借用し、本研究の各データに
照らし合わせて７要素が加齢に伴ってモノリ
ンガルと同様の習得を示すのかどうか、２被
験者間に差があるのかどうかについて検証を
始めた。この物語データについては既にエラ
ー分析が4-Mモデルを用いて完了しているが、
非常にエラーが少ないので、再度音声データ
を聞き直し、スクリプトも読み直す作業を英
語母語話者が行い、新たに加えた分析結果と
ともにモノリンガルデータとの対比分析に用
いる予定である。当初予定していなかった変
数の追加はあるものの、３年間で下分析を完
了し、４年目で量的・質的分析をまとめあげ
る計画は着実に実行されつつある。 
  
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に伸展している。 
 (理由)上記の通り、若干の変数追加はあっ
たが下分析はスピーキングデータ分析に関
しては、予定通り進んでいる。ライティング
データ分析も語彙分析は終了しているので、
４年目前半に新変数の分析に集中的に取り
組むことで問題なく４年間の目的を達する
ことができるはずである。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 研究をより意義のあるものにする為に３
年目に変数の追加を行った為に若干作業量
は増えたが、このままのペースで４年目に成
果をまとめ上げることができる予定である。 
５. 代表的な研究成果 
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